京都南部
	７） 南ブロックＢ


２００５年度の取り組み

ａ）聖体について理解を深める

· ２００５年の司教訪問のテーマである『日常からミサを生きるpart2～キリストとの親しい交わりに呼ばれて～ 』と、教皇様より、２００５年１０月までの１年間が『聖体の年』に制定されていることに鑑みて、ブロックの取り組みを行っていく。
· 特に聖体について理解を深めるために、どのように「学び、祈り、実践」するかを各小教区で考え、ブロックで分かち合う。
· 考えるためのヒントとして、例えば聖木曜日、聖体の祝日に向けてどのように準備し祝うことができるかを各小教区で話し合う。また、教会で伝統的に大切にされている聖時間、聖体礼拝、聖体行列、聖体賛美式など、共同体として一致して共に祈る機会を設け、体験していくことを検討してみる。
ｂ）４教会のあり方を見直す

・　暫定小教区評議会の設置について２００３年１１月発行の大塚司教よりの「小教区規約作成のための指針」に基づき、２００５年より各小教区に暫定小　　　教区評議会を設置し、小教区の最終決議機関とする。
· 各小教区とも、暫定小教区評議会のための役員選出を既に行った。
· ２００５年からは、各小教区の総会は報告会、周知の機会となる。
· ２００５年から小教区評議会において、小教区規約作成を取り扱っていく。
ｃ）継続的な取り組みとしてキリストの学び・・・各小教区での講座、クラス、ブロック主催の講座

　　　ｄ）海外援助について・・･具体的な行事企画はまだなし

